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人工海浜



主な施策の概要 

具体的施策名 2009（平成21）年度実績 2010（平成22）年度計画等 

Ⅱ-1-1 水辺環境の保全･再生  

Ⅱ-1-1-1 水辺の保全･再生  

良好な自然環境を残す多自然型の河

川の維持・再生 

［建緑：河川課／多摩川施策推進課］ 

多摩川に関する推進計画「多摩川プ

ラン」の推進 

・ごみ清掃 

・生物が棲みやすい環境創造のための

刈り残しの実施 

引き続き多摩川に関する推進計画「多

摩川プラン」の推進 

 

再生可能な水路の再整備 

［建緑：河川課］ 

□該当なし 

 

□該当なし 

 

環境影響評価に関する条例等による

湧水地の保護への要請 

［環：環境対策課］ 

□要請件数：０件 継続 

湧水地の水質調査 

［環：環境対策課／公害研究所］ 

□整備予定地の湧水地の水質調査：１

件 

□整備予定地の湧水地の水質調査：１件 

Ⅱ-1-1-2 多自然川づくりの推進  

コンクリート張りによる河川改修を

原則廃止。ただし、治水上やむを得

ずコンクリート製品を使用する場合

における水辺環境の保全への配慮 

［建緑：河川課］ 

□河川改修区間延長 

（コンクリート張りにしなかった区間）

 ・平瀬川支川：28ｍ 

（累計 603ｍ） 

□計画 

 

・平瀬川支川：60ｍ 

Ⅱ-1-2 水辺の水量の確保  

Ⅱ-1-2-1 地下水の涵養に向けた取組の推進  

地下水の保全及び雨水浸透の推進 【Ⅲ-4-1-1 施策参照】 【Ⅲ-4-1-1 施策参照】 

湧水地の整備の推進 

［環：環境対策課］ 

□湧水地周辺の整備 

２か所整備 

□引き続き整備実施 

年１か所予定 

涵養域における雨水浸透の推進 

［環：環境対策課］ 

□取組状況 

・要綱、技術指針の作成に向けた検討

□予定 

引き続き検討 

Ⅱ-1-2-2 水の循環利用等による河川水量の確保  

下水の高度処理水の再利用 

［上下：下水道計画課］ 

□高度処理水の再利用量 

 ・等々力水処理センターの高度処理

水を江川せせらぎ水路用水として

利用 

・再利用水量：3,397,108ｍ３／

年 

□継続 

 

Ⅱ-1-3 親水性の向上  

Ⅱ-1-3-1 親水整備の推進  

河川の整備・改修における親水性の

向上 

［建緑：河川課］ 

□渋川の親水整備：渋川整備基本計画

（素案）の策定 

□整備延長（累計） 

 ・渋川の親水整備 

  整備延長：401ｍ 整備率：17％ 

 ・その他（水路）の親水施設の整備

  整備延長：1,690ｍ  整備率：35%

□計画 

・渋川の親水整備：渋川整備基本計

画の策定  

・その他（水路）の親水施設の整

備：計画なし 

「二ヶ領用水総合基本計画」に基づ

く親水機能の整備 

［建緑：河川課］ 

□整備延長：9,083ｍ 

□進捗率：74％ 

□継続 

 

二ヶ領本川ふるさとの川整備事業 

［建緑：河川課］ 

□整備延長：730ｍ 

□整備率：100%  

□計画終了（平成 20 年度） 

多摩川プラン 

 「 川 崎 の 母 な る

川・多摩川」の魅力

を、流域を含めた一

人ひとりの市民が共

有し、豊かな自然環

境と多様な生命
い の ち

が共

存しうる新しいライ

フスタイルを創造す

ることを目指して、

市民・企業・学校・

行政などと協働で推

進する具体的な取組

をまとめたもので、

平成 19 年 3 月に策

定された。 

多自然川づくり 

 河川全体の自然の

営みを視野に入れ、

地 域 の 暮 ら し や 歴

史・文化との調和に

も配慮し、河川が本

来有している生物の

生息・生育・繁殖環

境及び多様な河川景

観を保全・創出する

ために、河川管理を

行うことをいう。 
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